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１ 計画策定の趣旨 

誰もが健康で、心豊かな生活を有する権利を持っています。近年の高齢化や余暇時間の有意義

な活用を求め、それぞれの年齢層で運動、健康に対する意識が高まり、スポーツを取り巻く環境

は大きく変化しています。 

「スポーツは、世界共通の人類の文化である」 

50年ぶりに全面改正されたスポーツ基本法（平成23年法律第78号）の前文はこの言葉から始まり、

スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは全ての人々の権利であるとされ、スポーツは 

青少年の健全育成、地域社会の再生、心身の健康の保持増進、社会・経済の活力の創造、我が国

の国際的地位の向上等国民生活において多面にわたる役割を担うとされています。 

この改正法に続き、国はさらに平成24年（2012年）３月にスポーツ基本計画を策定し、この

計画を参考に地方公共団体は、地方の実情に即したスポーツの推進に関する計画を定めるよう努

めることとしています。 

本市においても、スポーツ基本法の趣旨に基づき、市民のスポーツに対するニーズの変化への

対応や、多方面におけるスポーツの価値の積極的な活用を進め、全ての市民が豊かなスポーツラ

イフを通して生涯を楽しく健康に生きられるよう、今後のスポーツ推進の方向性や方策を市民の

皆様に明らかにするため、ここに「茅野市スポーツ推進計画」を策定します。 

 

２ 計画の性格（位置付け） 

｢第５次茅野市総合計画｣及び「茅野市教育大綱」に対応する体育・スポーツ分野の分野別計画

として位置付け、さらに「茅野市生涯教育推進指針」の方針を踏まえ、今後のスポーツ振興に必

要な具体的施策の推進計画とします。 

 

３ 計画期間 

  平成30年度（2018年度）を初年度とし、平成30年度（2018年度）からスタートする第５次

茅野市総合計画の前期５年の見直しに合わせ、2022年度を目標年度とする５か年間を対象とし

ます。 

 なお、計画期間内であっても、新たに計画に盛り込むべき事項が生じた場合は、必要に応じ計 

画の見直をします。 

 

４ 計画の構成 

  第１章：計画策定の趣旨、計画の性格、計画期間を示します。 

  第２章：計画の基本理念とその背景を示します。 

第３章：計画の基本目標とそれに対する現状と課題、施策の展開、達成目標等を示します。 

第４章：計画の推進体制を示します。 

第５章：計画の体系図を示します。 

資料  アンケート調査の結果を示します。 

第第１１章章  計計画画のの基基本本的的なな考考ええ方方 
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１ スポーツ基本法の制定、長野県スポーツ推進計画の制定の背景 

これまで我が国のスポーツは、スポーツ振興法（昭和36年法律第141号）の下で、国民に身近なも

のとして発展し、心身の健全な発達や明るく豊かな国民生活の形成に寄与してきました。 

しかし、同法の制定から約半世紀が経過し、プロスポーツや障害者スポーツの発展や国際化の

進展などスポーツを巡る状況は大きく変化し、スポーツの価値や社会的役割の重要性もさらに高

まる中、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは全ての人々の権利である」ことを明

らかにしたスポーツ基本法（平成23年法律第78号）が制定されました。 

この国の流れに従って、長野県は県民のスポーツに対するニーズの変化への対応や、多方面に

おけるスポーツの価値の積極的な活用など、県における今後のスポーツ推進の方向性や方策を県

民に明らかにするため、平成25年度（2013年度）を初年度とする「長野県スポーツ推進計画」

を策定しましたが、平成29年度（2017年度）が最終年度のため、新たに平成30年度（2018年

度）を初年度とする「第２次長野県スポーツ推進計画」を策定中です。 

 

２ 本市のスポーツを取り巻く現状 

  市民一人一人がその自発性のもとに、年齢や性別、障害の有無等を問わず、各々の関心や適性

等に応じて、日常的にスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、又はスポーツを支える活動に参画

できる環境をさらに整えていく必要があります。 

  子どもの体力については、運動する子どもとしない子どもの二極化への対応が喫緊の課題とな

っています。 

  一方、近年、地域密着型のプロスポーツチームが県内に相次いで誕生し、スポーツを「見る」

ことを楽しむ人、サポーターのように「チームを支える」ことを楽しむ人など「スポーツの新し

い風」を県内各地に吹き込んでいます。こうしたプロスポーツを取り込める体制と環境づくりも

望まれています。 

  また、茅野市の自然と気候を活用した合宿誘致等を行うことで、｢スポーツの力｣の魅力を活か

して観光の活性化を図り、工業振興に繋げていくことが求められています。 

 

３ 計画の基本理念 

スポーツには、国際舞台で活躍するアスリートが子どもたちに夢と希望を与えるなど、限りな

い大きなチカラが潜在しています。競技スポーツ分野で日本をリードするようなレベルの高い選

手の育成から、健康で明るい生活を維持できるよう健康促進を目標にしているスポーツ愛好者ま

で、すべての市民が「市民１スポーツ」を合言葉に、生涯を通じて「いつでも」「どこでも」「い

つまでも」１つ以上のスポーツに親しみ、楽しむことで、豊かなスポーツライフを実現すること

を本計画の基本理念とします。 

 

 

 

 

 

 

すべての市民が豊かなスポーツライフで生涯を楽しく健康に生きる 

 ～ 「市民１スポーツ」による体力向上とスポーツを支える活動に参画するために ～ 

第第２２章章  計計画画のの基基本本理理念念  
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 スポーツ基本計画（文部科学省）          スポーツ基本法  

                         （参酌）           （参酌） 

 

 茅野市スポーツ推進計画   （整合）    長野県スポーツ推進計画  

 

 

   ５つの基本目標 

１ 地域における子どものスポーツ機会の充実 

       １ 幼児期からの子どもの体力向上方策の推進 

       ２ 子供を取り巻く社会のスポーツ環境の充実 
 

２ ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

       １ ライフステージに応じたスポーツ活動等の推進 
 

３ 市民が主体的に参画するスポーツ環境の整備 

       １ 地域のスポーツ指導者等の充実  

       ２ 地域スポーツ施設の充実 
 

４ 競技力の向上に向けた体制強化、指導者養成の推進 

       １ 選手の育成強化、指導者養成による競技力向上 
 

５ スポーツの果たす役割の活用 

       １ スポーツによる地域の一体感や活力化 

第５次茅野市総合計画 “まちづくりの基本指針” 

１ 地域やあらゆる世代で支え合う仕組みづくり 

２ まちの活力の向上を図る仕組みづくり 

３ ２１世紀を生きる力を育む仕組みづくり 

４ あらゆる主体による協働のまちづくりに向けた仕組みづくり 

５ 安全・安心・豊かな暮らしを支える社会基盤づくり 

 
茅野市教育大綱 （学習機会の充実と場の提供） 

１ 生涯学習の推進 

２ スポーツを通じた健康づくり 

３ 文化芸術の振興と推進 

４ 歴史・文化遺産の保護と活用 

 
茅野市教育大綱 （学習機会の充実と場の提供） 

１ 生涯学習の推進 

２ スポーツを通じた健康づくり 

３ 文化芸術の振興と推進 

４ 歴史・文化遺産の保護と活用 

 
茅野市生涯学習推進指針 （教育大綱基本方針の具体的方針） 

１ 市民の学びを支える 

２ 学びの成果の活用を支える 

３ つながりを支える 
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１ 幼児期からの子どもの体力向上方策の推進 

`現 状 と 課 題` 
 
現在の子どもたちを取り巻く社会環境の変化により、子どもたちの遊びは“群れ遊び”が少な

くなり、「動的な遊び」から「静的な遊び」へ移行してきました。幼児にとって体を動かして遊ぶ

機会が減少することは、その後の児童期、青年期への運動やスポーツに親しむ資質や能力の育成

の疎外にとどまらず、意欲や気力の減弱、対人関係などコミュニケーションをうまく構築できな

いなど、子どもの心の発達にも大きな景況を及ぼすと考えられます。 

本市は平成24年（2012年）から「柳沢運動プログラム」を市内保育園の日常保育に導入し、運

動遊びを取り入れることで「動ける身体」を作るとともに「こころ」の成長を促す取り組みをし

ています。 

また、小中学生を対象にした平成27年度新体力テスト（文部科学省）によると、市内小中学校

の児童・生徒の体力・運動能力は、柔軟性(長座体前屈)、俊敏性(50m走＋反復横跳び)、持久力

(持久走＋ｼｬﾄﾙﾗﾝ)、筋力（握力＋上体起こし）等の項目で全学年が県と全国平均を下回っていま

すが、高学年になるにつれてその差は小さくなっています。 

  要因として、少子化による遊び仲間の減少、情報化の進展やテレビゲームの普及等生活スタイ

ルや遊びの内容の変化、遊び場の減少により、以前に比べ子どもが自然の中で遊ぶ機会や子ども

がやりたいと感じた自由な遊びをする機会が減り、複雑な体の動きを獲得する機会が減っている

ことが考えられます。このような中、子どもの体力・運動能力向上、スポーツ機会の充実には、

保育園や学校等での積極的な取り組みと保護者等の理解・協力が重要になっています。 

 

◎平成27年度(2015年度)茅野市学年別男女別全国との比較 （作成日平成27年(2015年)12月16日） 

 

＜基本目標１＞ 地域における子どものスポーツ機会の充実 

【５年後の目指す姿】 

幼児期から中学生期の運動教室が、幼稚園・保育所、小中学校に普及し、 

運動やスポーツをする元気な子どもが増加しています 

第３章 計画の基本目標と施策の展開 

小１男子 〔全国を基準として比較〕 



 

 

- 5 - 

 

  

  

 

 

 

 

小１女子 〔全国を基準として比較〕 

小３男子 〔全国を基準として比較〕 

小３女子 〔全国を基準として比較〕 

小６男子 〔全国を基準として比較〕 
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`施 策 の 展 開` 

①幼児期からの全身と五感を使った自然の遊びの実現に積極的に取り組むとともに、保護者への

周知、実践例の紹介等を行います。 

・幼児トリム（年中、年長）の継続的な実施を行います。 

・障害のある子どもを対象にした「ひよこ教室」の継続的な実施を行います。また、指導者 

 や保護者へ障害に対する理解を促進します。 

・保育園において自然を生かした外遊びを積極的に取り入れます。 

小６女子 〔全国を基準として比較〕 

中３男子 〔全国を基準として比較〕 

中３女子 〔全国を基準として比較〕 
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・柳沢運動プログラムの継続実施を行います。 

  ・子育てセミナー等において運動遊びの重要性を周知します。 

②子どもの体力・運動能力向上に積極的に働きかけ、スポーツに苦手意識のある子どもでも気軽

に参加できるイベント・大会等を開催します。 

③学校では学習指導要領に基づき、それぞれのスポーツが有する特性や魅力に応じて、基礎的な

身体能力や知識を身に付け、生涯にわたってスポーツに親しむことができるようにします。ま

た、体力テスト等の実施により児童生徒の体力の実態を客観的に把握し、学校ごとにそれぞれ

の特色を生かした「一校一運動」を取り込んだ「体力向上プラン」等を作成し、学校全体での

継続的な取り組みを行います。運動だけでなく、知（学業）・徳（道徳）・体（体力）のバラン

スをとりながらの取り組みが必要です。 

  ・第３次茅野市こども・家庭応援計画（どんぐりプラン）の推進 

 

２ 子どもを取り巻く社会のスポーツ環境の充実 

`現 状 と 課 題` 

子どものスポーツ実施については、スポーツクラブや学校の部活動等が中心であり、スポーツ

をする子どもと、しない子どもの二極化が進んでいます。これに対し学校の体育の授業では普段

スポーツをしない子ども、苦手な子どもも含め、皆が体を動かすことの楽しさを感じることがで

きるよう工夫されていますが、難しいという声も聞かれます。 

市内小学生の運動部活動の加入率は全体で46.0％、男子54.7％、女子36.9％、中学生の加入 

率は全体で63.0％、男子74.3％、女子51.4％で、いずれも長野県の値を上回っていますが、女 

子の加入率は低い状況です。また、小学生の29.9％が週3日以上、38.7％が週1日から2日何ら

かの運動を行い、中学生は56.3％が週3日以上、16.6％が週1日から2日何らかの運動を行って

います。一方、運動をしていない小学生が11.5％、中学生が13.8%です。（平成27年度（2015年

度）新体力テスト（文部科学省）） 

また、顧問は同じ種目の運動経験がある教員が38パーセント、異なる運動経験や運動経験がな

い顧問が61.3％という現状ではありますが、全体の84％の部活動で外部指導者が活用されていま

す。（平成26年度（2014年度）全国体力・運動能力・運動習慣等調査（文部科学省）） 

少子人口減少社会の進展により、中学校生徒のニーズに応じた運動部がないことや専門でない

顧問教職員の増加、活動時間の短縮化等が懸念され、そうした課題に対する対応が望まれていま

す。 

学校部活動に加え、サッカーや野球といった地域のスポーツクラブに所属し、優秀な成績を出

すチームも増えています。部活動時間外の社会体育活動等がおこなわれている中、学校関係者や

保護者からは、過度な活動等による心身の発達への影響も心配されており、子どもの生活全般を

見通した配慮が求められています。 

 

`施 策 の 展 開` 

①スポーツ少年団への加入を促進し、適切な指導ができる指導者の育成を図ります。 

 ・スポーツ少年団への助成の継続 

  ・指導者の発掘・技術向上のため㈵茅野市体育協会（平成30年5月に㈵茅野市スポーツ協会に

変更予定）と連携し、認定登録を進めます。 
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②学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくりを支援します。特に体育主任をはじめ学校の担当者

のこどもたちが「できる」楽しさを味わえる授業づくり等の研修への参加を推進し、各学校に

おける授業改善につなげられるようにします。 

③県で作成した小学校を対象とした運動プログラムを収めたＤＶＤの活用や講習会等への参加を

推進し、教師の教育力向上を図ります。 

・長野県運動プログラム普及事業で行われる講座等への参加推進 

④他校や競技団体との連携等、運動部活動の柔軟な運営を促進し、充実を図ります。 

・ジュニアスポーツ教室（市内４中学校を対象とした、社会体育。軟式野球、バレーボール、

バスケットボール、バドミントン、ソフトテニス、ハンドボール、陸上競技）への支援を継

続して行います。 

・男女が共に活動できる競技種目の工夫 

⑤地域指導者情報の整理・充実を図るとともに、積極的に学校に提供し、運動部活動において地

域指導者の継続的な関わりが促進されるようにします。 

 ・スポーツリーダーバンク登録情報の整理・充実及び情報提供 

⑥地域指導者が教育現場等で活動する中で、子どもの生活や精神的発達に配慮した指導を行える

ように支援します。 

 ・指導者の知識が必要な事項等についての研修機会の提供、冊子の作成 

                                          

 

`達 成 目 標` 
 

指  標  名 
現  状 

（2016年度） 

目  標 

（2022年度） 
備   考 

園児・児童へのスポーツ

教室の実施 
5 10  

ジュニアスポーツ教室 

参加人数 
2,368 3,000  

 

 

＜基本目標１＞ 地域における子どものスポーツ機会の充実 
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１ ライフステージに応じたスポーツ活動等の推進 

`現 状 と 課 題` 

  成人の週１回以上のスポーツ実施率は30.2％（平成28年度（2016年度）市民アンケート）

で、全国42.5％（平成28年度（2016年度）スポーツ庁調査）、県45.1％（平成27年度（2015年

度）長野県調査）と全国・県内的にみると下回っています。しかし、スポーツを必要だと思って

いる割合は79.3％となっています。 

スポーツが必要であると思っているのに、仕事や家事が忙しくスポーツができていない状況で

す。 

初心者向けの体験教室や高齢者が参加しやすい教室、スポーツが得意でなくても楽しめる、子

どもと一緒に参加できるイベント等、それぞれの目的・ニーズにあったスポーツ活動が望まれて

います。また、障害者のスポーツ機会確保についても、様々な障害の種類や程度に応じたスポー

ツ機会が求められています。 

スポーツ実施に重要になる関連情報については、ホームページや広報等で提供されています

が、必要とされる時期に適切に提供されるよう見直す必要があります。 

 

 `施 策 の 展 開` 

①市及び(特)茅野市体育協会が主催する生涯スポーツイベントにおいて、幅広い年齢層の人々が

楽しく参加できるよう内容の充実を図ります。 

②初心者や苦手意識のある人が参加しやすい機会の提供、スポーツ実施のきっかけづくりとし

て、地域別スポーツ教室やコミュニティスポーツ教室のあり方を検討し充実を図ります。 

・スポーツ推進委員、スポーツリーダー及び公民館による、ニュースポーツの普及や地域の実 

 情に合わせたスポーツ体験教室、ルールから学べるセミナー、コミュニケーションづくりの 

ためのレクリエーション等を促します。 

③就労者、子育て中でも取り組みやすいスポーツの推進を図ります。 

  ・ウォーキング、室内エクササイズ、家庭でできるスポーツ等のＰＲ 

④スポーツ実施に関する情報を提供するとともに、内容の充実を図ります。 

  ・「学びのしるべ」等を活用したスポーツ情報の提供 

  ・ホームページ、ビーナチャンネル等の内容を充実させ教室・イベントの情報、施設の詳細、実

践例等がいつでも手に入るようにします。 

⑤各種団体へ情報提供しスポーツを全くしていない人へのスポーツ機会の提供を図ります。 

  ・スポーツをすることが目的でなくてもいいという考えを持った教室や30代、40代、50代のニ

＜基本目標２＞ ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

【５年後の目指す姿】 

市民誰もが、年齢、体力、技術、適性、興味・目的に応じて安全にスポー 

ツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現に向けた取り組みが進ん 

でいます 
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ーズに応える教室(親子で遊べる企画等)の開催についての情報提供 

  ・本市の自然を生かしたアウトドアスポーツ行事(ウィンタースポーツ、トレッキング、オリ 

 エンテーリング等)についての情報提供 

⑥高齢者のスポーツ実践促進と健康増進のため、スポーツを取り込んだ講座等を行います。また、

そうした情報を高齢者グループ等に提供します。 

 ・高齢者大学や高齢者クラブにニュースポーツの普及拡大を図ります。 

  ・熟年体育大学の継続実施 

⑦障害者がスポーツの楽しさを体験したり、体力の維持増強を図ったりするとともに、障害者への

正しい理解と認識を深め、障害者の社会参加を促進するための取り組みを支援します。 

 ・南信地区障害者スポーツ大会、長野県障害者スポーツ大会の参加者募集及び取りまとめと大会

当日の随行等の支援 

 ・障害者スポーツ大会の開催 

⑧高齢者や障害者のニーズを把握するため、関係課・関係団体からの意見聴取に努めます。 

 

 

`達 成 目 標` 
 

指  標  名 
現  状 

（2016年度） 

目  標 

（2022年度） 
備   考 

成人の週1回以上のスポーツ

実施率 
30.2％ 40.0％  

コミュニティスポーツ教室 

年間参加者 
3,689人 4,500人 10地区 

 

 

 

  

＜基本目標２＞ ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 
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１ 地域のスポーツ指導者等の充実 

`現 状 と 課 題` 

地域では公民館分館や育成会等により地域の交流を目的にしたスポーツ活動が行われるととも

に、子どもの健全育成を目的にしたスポーツ少年団活動やその他スポーツクラブ、社会体育活動

が保護者をはじめ公民館関係者等、多くの皆さんの支援・協力により行われています。 

10地区のスポーツ推進として、スポーツリーダーが地区コミュニティスポーツ教室を開催し、

地域住民にスポーツを通じて健康と明るいまちづくり寄与していますが、参加者の減少が課題に

なっています。 

スポーツ推進委員会では誰でも楽しめるスポーツの普及を目的に教室等を開催し、いつまでも

スポーツに親しむための普及活動が行われています。 

また、各地区、保育園、小学校等の依頼によりニュースポーツ教室を開催し、幼児から大人ま

で生涯スポーツの推進に寄与していいます。 

本市のスポーツを推進する組織としては(特)茅野市体育協会があり、主に競技スポーツを中心

に大会や教室等が開催され、各競技の普及、競技力の向上が図られています。また、日常的スポ

ーツ人口の増加に向け体育協会の今後の展開に期待が寄せられています。 

一方、スポーツ推進委員、スポーツリーダー等人材の高齢化や担い手の減少がみられ、今後の

地域スポーツを支える人材の育成が急務になっています。また、障害者や高齢者のスポーツ活動

参加についても送迎者、補助者、指導者等支える人材が必要とされ、人材の育成・発掘が求めら

れています。 

 

`施 策 の 展 開` 

①それぞれの団体への活動支援を続け、さらなる活動の充実を推進します。（(特)茅野市体育協

会、スポーツリーダーバンク、公民館、育成会等） 

  ・開催事業に関する協力、周知活動の支援、市民ニーズ情報の提供 

  ・ニュースポーツ用品の充実 

②スポーツ関係者及び各種団体の連携を図ります。 

③自主グループ等の活動を支援し、高齢者のスポーツ機会の提供とスポーツを実践する仲間づく

りを支援します。 

  ・介護予防サポーター養成教室及び研修会の実施 

④スポーツ指導者の資格を持ち、熱意と能力があり、地域で効果的に連絡調整を行うことができ

る人材を性別や年齢に配慮しつつ、スポーツ推進委員に委嘱し、その資質向上のための研修を

＜基本目標３＞ 市民が主体的に参画するスポーツ環境の整備 

【５年後の目指す姿】 

スポーツ推進委員、スポーツリーダー、（特）茅野市体育協会、スポーツ少

年団、公民館、社会福祉協議会等が、コミュニティの中心として、充実した

活動を展開しています 
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行います。 

⑤若いころからスポーツに親しみ、体力に自信がある高齢者自らが指導員役として活動できる地

域をめざし、高齢者向けスポーツや高齢者指導員の人材発掘について検討します。 

⑥長野県体育センター等で行う講座、研修会を関係団体にＰＲし、人材育成を図ります。 

⑦スポーツリーダーバンクに未登録の審判員や指導者の掘り起しに努め、市民ニーズに即した人

材の確保・充実を図ります。 

⑧スポーツ活動に対する市民の意識を高めるため、スポーツボランティアの募集、活動ＰＲを行

い、自発的に展開されるスポーツボランティアの定着を図ります。 

 ・縄文マラソン大会へのボランティアスタッフ募集 

⑨聴覚障害者のスポーツ活動に手話通訳者を派遣します。 

⑩公認スポーツ指導者養成研修や障害者スポーツ指導員養成研修の受講を促すことで、より多く

の公認スポーツ指導者等を育成するとともに、地域の指導者として自立するためのスキルアッ

プの支援を検討します。 

⑪（特）茅野市体育協会の協力により、地域のスポーツクラブ等の間で、指導者の相互派遣等人材

の交流が進むよう支援します。 

 

２ スポーツ施設の充実 

`現 状 と 課 題` 

スポーツ団体やサークル等、多くの市民が市内のスポーツ施設を利用し活発に活動している一方、

施設利用の申し込みが不便だ、望んだ時間に使えない、土日祭日は混み合い予約できない、といっ

た意見もあり、スポーツ施設の増設や既存の施設を最大限活用するための使用区分、利用方法、料

金体系等の検討が必要です。 

また、運動公園各施設のトイレ、空調設備、大会開催のための設備、ナイター設備、駐車場等の

設備環境は十分でなく、大会等では主催者が会場使用で苦慮する状況があるほか、日常的に使用す

る備品等の管理充実を求める声もあります。誰もが使いやすいスポーツ施設、楽しめるスポーツ環

境となるような配慮が求められています。そして、運動公園全体が、体育施設の機能だけでなく防

災拠点施設としての役割も担っており、そうした機能を持った多機能な施設整備が必要です。一方、

豊かな自然に囲まれた運動公園は、日本リス等が生息し、希少植物もあり、そうした環境を保護す

ることも必要です。相反する施設整備と自然保護の両立に配慮した環境整備が求められます。 

学校開放事業による学校体育施設の利用については、すべての市内小中学校が地域に開放されて

いますが、利用にあたり地域の理解と協力は不可欠です。また、教育現場であることを踏まえた適

切な利用が求められます。 

 

 `施 策 の 展 開` 

①誰もが快適にスポーツに親しめるスポーツ施設になるよう施設の管理を行うとともに、財政状況

等を踏まえながら利用者の意見を反映した施設改善を行います。 

  ・用具の「見える管理」の実施（色分け、数量、所在の明確化） 

・利用者と管理者が共に整備・美化する気運の醸成 
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  ・ハード面の整備（バリアフリー化、駐車場整備等） 

  ・体育施設の保守管理及び計画的整備の検討 

  ・施設管理者や職員の障害者スポーツに対する理解の促進 

  ・運動公園機能の維持と多機能な施設整備の検討（第2体育館等） 

 ・運動公園植栽基準による環境保護促進 

・民間企業との連携推進の検討（指定管理者等） 

②施設利用率の低い時間帯・高い時間帯に応じた施設利用の工夫を検討し、必要により条例改正し

ます。 

 ・「施設使用料等の算出に関する基本指針」に基づき、原則として3年毎に使用料等を見直す 

  ・個人が利用しやすい貸出方法の検討 

③施設予約システム及び使用料還付方法を改善します。 

 ・インターネット予約システムの改良 

 ・使用料還付・還付場所の増設 

④加齢に伴う身体状況の変化に合わせ、地区公民館等身近な施設で運動できる環境整備に関係部署

と努めます。 

⑤高齢者が自分の体力に合ったルートを選び、楽しみながら茅野の自然を五感で感じ、自然のパ

ワーを得ることができるスポーツ環境を発掘、提供します。 

 ・ウォーキングマップの活用 

 ・トレイルコースの発掘・検討 

⑥学校施設は教育施設という認識の徹底や自主的な整備活動の推進により、利用者の責任、負担

の周知を徹底することで、学校施設の共同利用を図るとともに、施設利用者のニーズに応じて

用具等の充実を図ります。 

  ・学校施設の開放に関する調整や整備活動の推進 

・学校施設の改修、新設に併せ教育施設としてだけではなくスポーツ施設としても有効活用で 

きるような複合的施設の整備計画を検討します。 

⑦誰もが安全にスポーツに親しめるスポーツ施設になるよう整備点検するとともに、運動公園施

設建設から28～42年以上経過し老朽化した施設の機能回復を進めます。  

・職員による運動公園内の定期点検の実施 

  ・スポーツ施設の付帯施設や備品の定期点検の実施 

  ・スポーツ施設の機能回復とバリアフリー化 

⑧専門家や研究者を講師とする研修会の開催等により、スポーツ事故を未然に防止するための啓

発活動を行います。 

  ・熱中症予防啓発活動・ＡＥＤ講習会の開催 

 ・開催事業のＰＲを行い、多くの指導者・関係者が知識を身に付けられる活動を行います。 
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`達 成 目 標` 
 

指  標  名 
現  状 

(2016年度) 

目  標 

（2022年度） 
備   考 

体育協会加盟者数 3,831人 3,831人 現状維持 

スポーツ施設の年間利用者数 289,602人 310,000人  

スポーツ施設の充実 

第２体育館 
 

第２体育館 

建設の検討 
 

 

 

 

 
  

＜基本目標３＞ 市民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備 



 

 

- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 選手の育成強化、指導者養成による競技力向上 

`現 状 と 課 題` 

各種スポーツにおける競技力の向上は、各学校の運動部活動、スポーツクラブ及び㈵茅野市体育

協会の活動が主となっています。 

競技力向上のために、小・中・高校（ジュニア期）からの選手の育成が重要であることから、

子どもを対象にしたスポーツクラブ活動における指導者、学校部活動へコーチ・監督として指導

に当たる外部指導者を含め、求められる指導者が確保・養成される必要があります。 

                                                                   

`施 策 の 展 開` 

①国際舞台や全国大会等の国規模の大会で活躍できる選手の育成強化をします。 

・国際舞台や全国大会等の国規模の大会での成績向上を図るため、（特）茅野市体育協会と連携 

し、各競技団体の強化練習等を効果的に支援します。 

②指導者養成の取り組みへの支援 

・指導員研修の充実により、指導者の資質向上を目指します。 

・（特）茅野市体育協会と連携して優秀指導者を育成して、指導者育成を支援します。 

・指導者講習会やトップ指導者ミーティング等を開催し、指導者の資質向上を図ります。 

③全国大会、県大会の開催。プロスポーツの開催。 

・国レベルやプロスポーツ大会を観戦することにより、市民の関心や競技者のモチベーションを

高め、競技力の向上を図ります。 

④ジュニア選手の発掘・育成の推進 

・全国規模の大会で活躍の期待できる学校やクラブを強化指定し、ジュニア世代の強化を図りま

す。 

・各競技の一貫指導体制によるジュニア世代からの選手強化を支援します。 

 ・幼児期、小学校、中学校及び高校と継続して指導できる体制づくりを検討します。 

  

＜基本目標４＞ 競技力の向上に向けた体制強化、指導者養成の推進 

【５年後の目指す姿】 

国際大会、全国大会および県大会で活躍する市選手の増加を目指す 
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`達 成 目 標` 
 

指  標  名 
現  状 

(2016年度) 

目  標 

（2022年度） 
備   考 

全国大会出場者数 67名 72名  

全国・県大会開催数 0回 2回  

 
 

 
 

 

  

＜基本目標４＞ 競技力の向上に向けた選手強化、指導者養成の推進 
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１ スポーツによる地域の一体感や活力化 

`現 状 と 課 題` 

地域で子どもを育てる、地域で暮らす観点から、地域交流・世代間交流が重要とされる中、各

公民館では地域の学習やスポーツの教室や大会等を開催し、地域の仲間づくり、地域づくりに役

立っています。また、高齢者や障害者との交流が理解ある地域を育むことに対しても共に行うス

ポーツ活動がその機会の一つになる可能性があります。地域住民が一緒に運動する機会を持つこ

とは、地域のつながりを産み、地域社会を活性化するうえでも有効な方法と考えられます。 

また、近年県内を拠点に置くプロスポーツチームが誕生し、スポーツ振興の一環として所属選

手によるスポーツ交流の機会があるなど、夢をもって応援する地域に身近なプロスポーツの存在

が注目されています。 

地域経済の活性化の面では、スポーツ活動を行うとともに、自然や歴史、特産品などの地域文

化に触れながら地域住民と交流を深め、旅行価値を深める観光行動（スポーツツーリズム）の可

能性が認識され、マラソン大会・ウォーキングイベント等のスポーツ活動に市内の資源を活用す

る動きがみられ市外からの集客を増やしています。白樺湖、霧ケ峰高原等で高地トレーニングす

るスポーツ合宿が行われている現状もあり、スポーツ資源として有効活用することで地域経済の

活性化が期待されます。 

 

`施 策 の 展 開` 

①地域が一丸となってスポーツに親しめる機会、市民が年代に関係なく家族でも参加できるスポ

ーツの機会を設けるなど、スポーツによる地域交流、世代間交流を促進します。 

  ・市主催のスポーツ大会の種目の検討。 

・地区対抗駅伝大会等の検討 

②地域のプロスポーツ競技団体の支援、積極的な活用により、児童青少年の健全育成や地域のス

ポーツ振興を図ります。 

・サッカー松本山雅等の試合のパブリックビューイング実施 

③スポーツイベント等において、地元企業や学校・地域住民との連携・協働の強化に努め、スポ

ーツを地域振興に活用します。 

 ・地元企業・学校等への大会参加呼びかけ（出場、協賛、出店、ボランティア参加等） 

 ・スポーツツーリズムによる地域経済活性化に向けた資源開発、イベント開催 

 ・スポーツイベントの際、観光・地域物産品等のＰＲを行い、地域活性化の促進を図る。 

 ・市外からの参加者が多い大会等では本市を知ってもらうため、会場で生産者による農産物の

販売等を行う。 

＜基本目標5＞ スポーツの果たす役割の活用 

【５年後の目指す姿】 

スポーツの有する多面的な価値が市民の間で共有され、健康づくりや市内外 

の交流促進など、スポーツが市のまちづくりを牽引しています 
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④地域資源、特長を生かしたスポーツ活動を推進支援します。 

 ・縄文マラソンの開催支援、内容の充実 

  ・ウォーキング・トレイルラン等の開催支援 

  ・高地トレーニングの誘致、トレイルコースの検討・整備 

                                                                            

                                                                  

 

`達 成 目 標` 
 

指  標  名 
現  状 

（2016年度） 

目  標 

（2022年度） 
備   考 

プロスポーツ誘致 1回 2回  

スポーツイベント・ 

ニュースポーツ大会の実施回数 
2回 4回  

 

 

 
 

＜基本目標５＞ スポーツの果たす役割 
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この計画を着実に推進するためには、市民・市・関係スポーツ団体などが、それぞれの役割を認

識し、お互いを尊重しながら協働して各施策を進めていくことが必要です。 

 また、事業の進捗管理や成果の検証、達成目標の点検を行い、必要に応じ達成目標を見直すなど

施策の改善を図っていくことも必要になります。 

 

 

 

 

１ 市民の理解と協力による推進 

「 全ての市民が豊かなスポーツライフで生涯を楽しく健康に生きる ～「市民１スポーツ」

による体力向上とスポーツを支える活動に参画するために ～」の基本理念に基づき、年齢や性

別、障害の有無等を問わず、市民一人ひとりが関心や適性等に応じて、日常的にスポーツに親し

み、スポーツを楽しみ、又はスポーツを支える活動に参画することが期待されています。市は、

そのための環境づくりを関係機関・団体と連携して推進します。 

 

２ スポーツ団体・民間スポーツクラブ等との連携 
 

 ≪（特）茅野市体育協会≫ 

（特）茅野市体育協会は、市民の体力向上とスポーツ振興に寄与することを目的とする、市

内の各競技団体から組織される統括団体です。 

「国の大会・県大会への参加支援」「競技力向上事業の推進」「競技者の育成・サポート」「ス

ポーツ少年団の育成」「スポーツ普及・交流事業の推進」などに取り組み、スポーツ振興のた

めに広汎にわたって事業を展開しています。 

市等との連携を図りながらより一層高い公益性を追求しつつ、スポーツに関する事業を展開

していくことが期待されます。 
 

 ≪茅野市スポーツ推進委員会≫ 

茅野市スポーツ推進委員会は、スポーツ基本法に基づき、教育委員会が委嘱するスポーツ推

進委員で組織された、生涯スポーツ推進の中核団体です。 

体育指導委員からの名称変更を機に、これまでの実技指導等に加えて、スポーツ推進のため

の事業の実施に関わる連絡調整やスポーツに関する指導・助言を行うとともに、地域住民や行

政とのコーディネーターとしての役割を担っています。 
 

≪スポーツリーダーバンク≫ 

 スポーツリーダーは、各地区のコミュニティスポーツ教室を通じて生涯スポーツの振興を図

ることを目的とし、地域住民の健康と明るいまちづくりに貢献しています。 

また、市のニュースポーツ大会の計画・運営を行い、スポーツを通じて 10 地区をつなげる

役割を担っています。 
 

≪茅野市スポーツ少年団≫ 

茅野市スポーツ少年団は、県体育協会から設立の要請を受け、昭和６３年当時の体育連盟に

よって創設された団体で、スポーツの振興による青少年の健全な育成を目的として、スポーツ

活動のほか、交流活動、学習活動、社会活動などを行っています。 

スポーツ少年団の活動は、性別、年齢、地域、種目の違いがあっても、青少年の自主性・協

施策の推進体制と役割 

第第４４章章  施施策策推推進進体体制制のの整整備備 
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調性・責任感・連帯感を育成するとともに、スポーツ活動の楽しさを味わい習慣化することで、

生涯スポーツの入口としての役割を担っています。 

 

≪民間スポーツクラブ≫ 

陸上、スイミングクラブ、フィットネスクラブや武道など、民間スポーツクラブが誕生し、

自主的に活動が行われています。 

今後も、関係スポーツ団体との情報交換を行い、市民１スポーツを推進するため、それぞれ

の機能を活用し、連携していくことが望まれます。 

 

≪プロスポーツチーム≫ 

県内に本拠地を置き、プロリーグで、又はプロリーグ入りを目指すスポーツチームとして、

以下の５チームが活動しています。県内プロチームの試合誘致を契機に、見るスポーツ、支え

るスポーツ連携を進めていくことが期待されています。 
 

松本山雅フットボールクラブ （サッカー：松本市、平成17年（2005年）設立） 

信濃グランセローズ （野球：中野市、平成18年（2006年）設立） 

ＡＣ長野パルセイロ （サッカー：長野市、平成19年（2007年）設立） 

信州ブレイブウォリアーズ （バスケットボール：千曲市、平成23年（2011年）設立） 

ＶＣ長野トライデンツ （バレーボール：南箕輪村、平成25年（2013年）設立） 

 

３ 企業との連携 

  長引く景気の低迷などにより、厳しい経営環境にある中、従業員等に対し、「スポーツのため

のノー残業デー」を設けるなど、スポーツに親しむ気運を高めていく取り組みが期待されていま

す。 

 

４ 大学との連携 

大学では、スポーツ指導者の養成等の資源を活用した地域のスポーツ活動への支援が期待され

ています。また、学生によるスポーツボランティア活動を支援することも期待されています。  

 

５ 県及び他市町村との協力・連携 

県及び諏訪地区他市町村とは、それぞれの役割分担を踏まえ、相互に協力・連携を図りながら

一体となって市全体のスポーツの推進を図ることが重要です。 

県及び諏訪地区他市町村が所有する公共のスポーツ施設における各種スポーツ活動について

も効果的な連携を図ることが必要です。 

 

６ 庁内関係部局間における連携 

計画の推進にあたってはスポーツを核とした庁内関係部局間の連携が不可欠です。横断的な

連携の中で、スポーツの推進に取り組んでいきます。現在作成進行中の「第２次からだ・ここ

ろ・すこやかプラン（健康づくり計画）」や「第２次茅野市こども・家庭応援計画（どんぐり

プラン）」との連携を深めます。 
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１ 計画の検証・評価 

  計画を実効あるものとするため、その内容や達成目標について、茅野市スポーツ推進審議会（仮

称）などにおいて点検、評価し、必要に応じ施策や事業、達成目標を見直し、改善を図っていく

必要があります。 

  平成30年度（2018年度）を初年度とする、市民や関係スポーツ団体などの視点に立った計画

の推進となるよう評価結果を公表するなど、進捗管理の共有化を図っていきます。 

 

計画の検証・評価 



　第５章　茅野市スポーツ推進計画体系

■ 基本目標１

地域における子ど

ものスポーツ機会

の充実

■ 基本目標２

ライフステージに
応じたスポーツ活
動の推進

５か年計画

施策の柱 基本理念 基 本 目 標 施 策 の 展 開

■ 幼児期からの子どもの体力向上方策の推進
□ 幼児期からの運動習慣化

□ 障害のある子どもが運動する機会の充実

□ スポーツに苦手意識のある子どもでも気軽に参加できるイベント等の開催

□ 学習指導要領に基づく、基礎的な身体能力や知識の習得

５ 年 後 の 目 指 す 姿

■

■ 子どもを取り巻く社会のスポーツ環境の充実
□ スポーツ少年団への加入促進 □ 学習指導要領に基づいた授業づくりの支援
□ 県運動プログラム講習会等への参加促進 □ ジュニアスポーツ教室への支援
□ 地域指導者情報の整理・充実 □ 地域指導者への研修機会の提供

～

「
市
民
１
ス
ポ
ー
ツ
」
に
よ
る
体
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と
ス
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ツ
を
支
え
る
活
動
に
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画
す
る
た
め
に

～

す
べ
て
の
市
民
が
豊
か
な
ス
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ー
ツ
ラ
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フ
で
生
涯
を
楽
し
く
健
康
に
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き
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生
涯
を
通
じ
学
び
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
学
習
機
会
の
充
実
と
場
の
提
供

生
涯
を
通
じ
て
楽
し
く
学
び
続
け
る
、
元
気
で
心
豊
か
な
市
民
を
育
む

幼児期から中学生期の運動教室が、幼稚園・保育所、小中学校に普及し、運動

やスポーツをする元気な子どもが増加しています

■ ライフステージに応じたスポーツ活動等の推進
□ 市・体育協会が主催するイベントの充実

□ □ 初心者などでも参加しやすい教室の実施

□ 就労者、子育て中でも取り組みやすいスポーツの推進

□ スポーツ情報の提供と内容の充実

□ スポーツをしていない人への機会の提供

□ 高齢者向けの講座の実施

□ 障害者の自主的なスポーツ活動の支援

□ 高齢者・障害者のニーズの把握

■ 成人の週１回以上のスポーツ実施率 現状 ３０.２％ ⇒ 目標 ４０.０％
■ コミュニティスポーツ教室年間参加者 現状 ３,６８９人 ⇒ 目標 ４,５００人

市民誰もが、年齢、体力、技術、適性、興味・目的に応じて安全にスポーツに

親しむことができる生涯スポーツ社会の実現に向けた取り組みが進んでいます

■ 園児・児童へのスポーツ教室の実施 現状 5 回 ⇒ 目標 １０ 回
■ ジュニアスポーツ教室参加人数 現状 ２,３６８人 ⇒ 目標 ３,０００人

■ 選手の育成強化、指導者養成による競技力向上
□ 国際舞台や全国大会等の国規模の大会で活躍できる選手の育成強化

□ 指導者養成の取り組みへの支援

□ □ 全国大会、県大会の開催、プロスポーツの開催

□ ジュニア選手の発掘・育成の推進

国際大会、全国大会および県大会で活躍する市選手の増加を目指す

■ 全国大会出場者数 現状 ６７ 人 ⇒ 目標 ７２ 人
■ 全国・県大会開催数 現状 ０ 回 ⇒ 目標 ２ 回

2022年度の達成目標

■ 基本目標５

スポーツの果たす
役割の活用

■ スポーツによる地域の一体感や活力化
□ スポーツによる地域交流、世代間交流を図る大会等の検討

□ 地域のプロスポーツ競技団体への支援と活用

□ スポーツイベントによる地域振興

□ 地域資源、特長を生かしたスポーツ活動の支援 ■ プロスポーツの誘致 現状 １ 回 ⇒ 目標 ２ 回
■ スポーツイベント・ニュースポーツ大会実施数 現状 ２ 回 ⇒ 目標 ４ 回

スポーツの有する多面的な価値が市民の間で共有され、健康づくりや市内外の

交流促進など、スポーツが市のまちづくりを牽引しています

■ 基本目標４

競技力の向上に向

けた体制強化、指

導者養成の推進

■ 地域のスポーツ指導者等の充実
□ 各種団体への支援と連携強化 □ スポーツ推進委員の資質向上のための研修の実施

□ 自主グループ等の活動支援と高齢者のスポーツ機会の充実

□ 高齢者向けスポーツ指導員の発掘 □ スポーツボランティアの定着化

□ □ 県体育センター等で行う講座、研修会のＰＲ□ □ 聴覚障がい者のための手話通訳者派遣

□ 公認スポーツ指導者等の育成とスキルアップ支援

□ □ 地域の指導者の相互派遣等の人材の交流支援

■ 基本目標３

市民が主体的に参

画するスポーツ環

境の整備

■ スポーツ施設の充実
□ 安全・快適に利用できるスポーツ施設の管理・整備 □ 施設の有効かつ効率的な活用
□ 施設予約システム及び使用料還付方法の改善

□ □ 身近な施設で運動できる環境整備のため、関係部署との関係強化
□ □ 新たなスポーツ環境の発掘、提供 □ 学校施設での用具等の充実
□ □ スポーツ施設の整備点検と、機能回復の実施 □ スポーツ事故を防ぐための啓発活動の実施

スポーツ推進委員、スポーツリーダー、（特）茅野市体育協会、スポーツ少年団、

公民館、社会福祉協議会等が、コミュニティの中心として、充実した活動を展開し

ています

■ 体育協会加盟数 現状 3,831  人 ⇒ 目標 3,831人
（ （ 現状維持）

■ スポーツ施設の年間利用者数 現状 289,602 人 ⇒ 目標 310,000 人
■ スポーツ施設の充実 目標 第２体育館建設
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